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「平成 26年度の地震調査研究関係予算概算要求について」 

における今後の課題に対するフォローアップ 

 

平成２５年１２月２０日 

 

１．経緯 

  平成 25年 8月末に取りまとめられた「平成 26年度の地震調査研究関係予算概算

要求について」（平成 25 年 8 月 28 日地震調査研究推進本部）において、関係行政

機関の地震調査研究に関する取組及び各施策についての評価を行ったが、いくつか

の事項については、今後の課題とされた（「参考資料」を参照）。そのため、これら

の課題のフォローアップを行い、その結果を来年度の予算調整作業へ反映する。 

 

２.「平成 26 年度の地震調査研究関係予算概算要求について」（平成 25 年 8 月

28 日地震調査研究推進本部）における今後の課題（報告書からの抜粋） 

 

今回の予算等の事務の調整にあたっては、政策委員会が策定した「地震調査研究推

進本部における予算等の事務の調整の進め方について」に基づき、総合部会において、

関係行政機関の地震調査研究に関する取組及び各施策についての評価を実施した。 

地震本部は、関係行政機関がこの評価結果を十分に尊重し、平成 26 年度の地震調

査研究関係予算要求に反映したと判断したことから、前項「２．平成 26 年度の地震

調査研究関係予算概算要求に係る事務の調整結果について」をとりまとめたが、総合

部会の評価においては、今後一層取り組むべき事項についても検討を行った。これに

ついて、今後の課題として以下に示す。 

地震本部及び関係行政機関は今後これらの課題について一層の取り組みを進める

とともに、来年度の予算の調整にあたっては、総合部会においてその取組状況を踏ま

えた評価を行うこととする。 

 
（１）海溝型地震を対象とした地震発生予測の高精度化に関する調査観測の強化、地

震動即時予測及び地震動予測の高精度化 
・プレート境界の応力等の把握のための地震・地殻変動観測 

海底地殻変動観測の重要性に鑑み、文部科学省は、海底地殻変動観測技術の

一層の向上に向けた研究開発を進めるとともに、その成果が円滑に技術移転さ

れるよう、海上保安庁と一層の連携を図ること。 

海上保安庁は、文部科学省と連携を図り、南海トラフのトラフ軸近傍及び海

溝軸を跨いだフィリピン海プレートなど、4000ｍ以深の海域での観測に一層取

り組むこと。 

・各地域の特性に応じた地盤データの収集 

浅層地盤における地震動増幅や液状化などの地盤災害に関する取組が弱い。

地下構造データの充実など、文部科学省の一層の取組を期待する。 
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（２）津波即時予測技術の開発及び津波予測に関する調査観測の強化 

・海溝軸沿いの地殻変動の観測（再掲） 

海底地殻変動観測の重要性に鑑み、文部科学省は、海底地殻変動観測技術の

一層の向上に向けた研究開発を進めるとともに、その成果が円滑に技術移転さ

れるよう、海上保安庁と一層の連携を図ること。 

海上保安庁は、文部科学省と連携を図り、南海トラフのトラフ軸近傍及び海

溝軸を跨いだフィリピン海プレートなど、4000ｍ以深の海域での観測に一層取

り組むこと。 

・海域の津波観測網や GNSS 観測網等の観測データを活用した津波の即時予測技

術の高度化 

関係行政機関等は、東北地方太平洋沖地震のような超巨大地震の発生時に、

その情報を瞬時に沿岸部の地域住民等に正確に伝えられるよう、即時的に処理

解析する手法の開発など、直接的に減災につながる取組を一丸となって進める

こと。 

 
（３）活断層等に関連する調査研究による情報の体系的収集・整備及び評価の高度化 

・地域特性を反映した強震動予測評価に関する研究（再掲） 

浅層地盤における地震動増幅や液状化などの地盤災害に関する取組が弱い。

地下構造データの充実など、文部科学省の一層の取組を期待する。 

 
（４）防災・減災に向けた工学及び社会科学研究との連携強化 

・理学・工学・社会科学分野の研究者が一体となって、地震・防災に関する課題を

解決する研究システムの構築 

地震本部は、内閣府等の関係省庁と連携し、防災・減災対策に資する理学・

工学・社会科学分野の研究を推進する体制を構築すること。 

文部科学省の「社会の防災力・回復力向上のための調査研究事業（仮称）」

は、これまで理学的側面に傾いていた地震調査研究の成果を被害軽減につなげ

ていく上で、重要なチャンネルとなる研究テーマのひとつ。できるだけ多くの

関係省庁と連携を図り、工学・社会科学の研究者、民間企業等も動員できる体

制を構築し、被害想定手法の研究や、効率的な広域支援や被災者支援の方法に

関する研究など、幅広く取り組むこと。 

 
（５）国民への研究成果の普及発信 

地震調査研究の推進にあたっては、自らの研究が防災・減災など社会に対し

どのような貢献ができるかを常に意識した上で、研究に取り組む必要がある。

その際、研究機関がその研究成果の創出から社会実装までの全てを必ずしも担

う必要はないが、関係機関と役割を分担し、社会への実装を見据えた上で研究

を進めること。 
地震本部は地震調査研究の成果を防災・減災対策に着実につなげていくため、

今回の予算の調整結果を中央防災会議や総合科学技術会議などに伝えること。 
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（６）地震本部が対象とする地震調査研究のあり方 

いまの地震本部の枠組みにおいては、理学的側面に重きが置かれすぎており、

社会に近いところについての取組が不足している。例えば、ハザードとしての

地震動の研究をどのように被害予測や被害軽減などの研究に結びつけていく

かなど、地震本部の研究としてどこまで取り入れていくかについて、地震本部

としてもそのあり方を検討すること。 

 
 

３．過去の議論の抜粋 

  
第３９回総合部会（平成２５年８月５日） 
・文部科学省内局へのヒアリングでの質疑 

○（中略）また、地震本部の方は、どうしてもハザードまでで止まっているが、ハザ
ードの結果をどう被害予測に結びつけていくかというところの研究は、相当大きな
ウエートがあるはずである。地震本部の中の研究として、被害を正しく予測すると
いうところを、どのぐらい研究として取り入れていくべきかということについては、
悩ましい部分があるが、実際にやっている府省はあまりない。研究ということを大
事にする文科省としては、それに対してどう考えるか、そろそろ議論しても良いと
感じた。 

 
・消防研究センターへのヒアリングでの質疑 

○地震本部なので、火災のことは余り言ってはいけないのかもしれないが、地震火災
は津波と同様、多くの人が命を失う問題である。その割に地震火災に関わる研究者
も少ない。首都圏や大阪の火災による犠牲者の数は、ひょっとしたら津波にも匹敵
するぐらいの数の割には全然研究が進んでない。地震火災は地震本部の研究テーマ
とは外れるのかどうかとか、交渉してみる道はあるような気はしている。少なくと
も、津波に関しては 3.11 前から津波は大事だという話があったため研究が進めら
れていたが、今、地震火災が起きたら、誰も考えてもいませんでしたということに
なりかねない。 

 
第３８回総合部会（平成２５年７月５日） 

  ・評価のとりまとめに関する議論 
○基本的に、ここで議論しているのは、総合基本施策に沿った具体的な予算要求に関

わる事項である。総合基本施策は防災の末端にまで行き渡る調査・研究も含めて関
わってくるというのは当然あるが、新総合基本施策の枠の中ではそこはおのずと踏
み込めるところまでの限界があり、いつもここで議論している。そうは言っても具
体的に線引きは非常に難しいから、いろいろ試行錯誤しながらも、だんだんと地震
本部の中でも範囲を広げてきたという歴史があると思う。多くの人は、いつもフラ
ストレーションがたまっているとことがある。そこのところで司令塔は一体どこで
あるのかという議論がある。地震本部としては、やはり中央防災会議という国の組
織があるので、そこを抜きにしては語れない話だと思う。地震本部も、中央防災会
議と地震本部の連携は必要だと前から言っていて、今は組織として定期的にいろい
ろ意見交換していると理解している。少しあえて踏み外して言わせていただくと、
この資料に文科省、経産省、国交省、総務省とあるが、これらを地震本部は、地震
調査研究として、こういうところと全部関係するものが予算として考えられたもの
が上がってきて、調整も含めてこうあるべきだと議論している。なかなか言いにく
いところではあるが、委員が言われるようなところまで強力に踏み込むためには、
これでは不十分だと思う。やはり内閣府なり、中央防災会議なり、そういうところ
と、どういう形で今後防災の末端まで行き渡るようなところまで踏み込んでいくの
かという議論は、避けて通れないと思う。すぐに解決するとは思わないが、議論を
スタートさせていって、そこをもう少し膨らませていくという作業が私はあるべき
だと思う。 

 


